
第䠑回SUMS-NITS医工連携研究会

17:00  開会のቂቇ SUMS世話人代表 ൝木๒治（社会連携研究センター長）

17:02  主催校ቂቇ 豊田長康（SUMS学長）

17:05  演１ 周産期母体Ⴏ内細༳と児の脳発達
― 母体Ⴏ内細༳ᒘ乱モデルマウスの作成と解ෲ ―

栃谷史郎 （SUMS 保健衛生学部 放射線技術科学科 ၳ教授）

17:45  演２ 細༳ᓲまたは遺伝子発現情報からバイオフィルムを解ෲする
小川希子 （NITS 生物応用化学科 ၳ教授）

18:25  自由討議 ～これからの活動について～

18:45 ൷会のቂቇ NITS世話人代表 ැ松秀行（材料工学科教授・高専機構
産学連携本部員）

SUMS: Suzuka University of Medical Science
NITS: National Institute of Technology, Suzuka College

日時：平成３１年２月１日（金日） １７：００－１８：４５
場所：൝ಧ医ఐ学大学（SUMS）白子キャンパス ６ಀை 6103

会費：演会（無料）
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車䛷お越䛧䛾方䛿
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䛧䛶䛟䛰䛥い。

守衛䛥䜣䛜常駐䛧䛶い䜎䛩。
当日䛿、お声か䛡䛟䛰䛥い。
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「बࢊ期ରௐ಼細菌とࣉのୣ―ରௐ಼細菌撹ཛྷモデルマウスのࡠと解ੵ」 
 

Ặ名・所属㸸栃㇂ 史㑻・㕥㮵医⒪⛉学大学保健⾨⏕学㒊放射⥺技⾡⛉学⛉・准教授 

 

 ᄣྪにおいては、ଽࣉ期の健સなର環境や、ਫ਼ࣉ期のࢢ間のనな関係を
基ેとしてࢢのはୣする。演ंはࢢ間の࣯దな結びつきの、ࢢのਈ経ୣにお
けるはたらきについて研究をめてきた。ࢢを結びつけるものの 1つにରௐ಼ࡋ菌
がある。ࢢのௐ಼ࡋ菌はのࡋࡑ菌を一のソースとしてఈしていく。बࢊ
期ରௐ಼ࡋ菌のᎡཛྷが、のड़ਫ਼後のୣに影響を༫え、最शదにの行ಊのร༲
を引き起こすことを、ಊモデルをࡠしらかにしてきた。बࢊ期ରௐ಼ࡋ菌の
撹ཛྷが引き起こすࢢ関係のร化やその結果としてのࢢのୣのร化についてາ
නデータを含めて়介したい。 
 

␎歴 

㸸博士㸦⌮学㸧。マサチューセッツ工⛉大学・博士◊✲員、⌮化学◊✲所・◊✲員、徳島

大学医学㒊・助教、⚟井大学子どものこころのⓎ㐩◊✲センター・≉命助教、大㜰大学

大学㝔五大学㐃合小児Ⓨ㐩学◊✲⛉・助教 㸦兼任㸧➼ を⤒て、2017年 4月より⌧⫋。

⚟井大学子どものこころのⓎ㐩◊✲センター・客員准教授 、千ⴥ大学医学㒊・客員◊✲

員、松医⛉大学医学㒊・ゼ問共同◊✲員➼を兼任。 

 



₇㢟㸸⣽⳦叢または㑇伝子Ⓨ⌧情報からバイオフィルムをゎ析する 

 

Ặ名㸦所属㸧㸸小川亜希子㸦NITS ⏕≀応⏝化学⛉ 准教授㸧 

 

 バイオフィルムとは、微⏕≀とそれらが⏘⏕した EPS㸦⣽⬊外㧗分子基㉁㸧の㞟

合体であり、⣽⳦の⏕存戦␎ἲである。⏕体材料上でのバイオフィルム形成は感染

の危㝤性が㧗く、またバイオフィルムは⸆剤⪏性が㧗い。従って、バイオフィル

ム形成の抑制に効く材料㛤Ⓨは㠀常に㔜せであり、そこではバイオフィルム形成の

ホ価が㘽となる。我々は、バイオフィルムの構成成分である⣽⳦に╔┠し、㸯㸧

様々な⣽⳦が存在する時のバイオフィルム形成では、どのような⣽⳦が寄与してい

るかについて⣽⳦叢ゎ析を⾜っている。また、㸰㸧モデル⣽⳦によるバイオフィル

ム形成において、その㑇伝子Ⓨ⌧情報を利⏝したバイオフィルムの定㔞ἲを提案し

ている。 

 

␎Ṕ 

博士㸦工学㸧。セーレン㸦株㸧で正♫員として勤務後、㕥㮵工業㧗➼専㛛学校⏕≀

応⏝化学⛉・助教、ㅮ師を⤒て、2007年 6月より⌧⫋。2015年㸱月-2016年 3月の

期㛫、オクラホマ州❧大学バイオコロージョンセンターで在外◊✲員として在。 

 

 


